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昭和57年 (1982年）から始まった高校生に対する「3ない運動（免許を取らない・バイクを買わない・バイクに乗らない）」は、推進者となっ
た全国高等学校PTA連合会（以下、全高P連）が平成24年 (2012年）に「自転車・バイク・歩行者のマナーアップ運動」へと転換し、事
実上の終結を迎えた。そして、公共交通機関の廃止など通学環境の変化もあり、高校生のバイク利用を見直そうという機運が高まっている。
今回は埼玉県、群馬県、栃木県の事例を紹介し、高校生のバイク利用に対する安全意識を醸成するための交通安全教育のあり方について探る。
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月
17
日
に
秩
父
自
動
車
学
校（
埼
玉
県
横
瀬
町
）

で
実
施
さ
れ
、
5
校
か
ら
23
名
が
参
加
し
た
。

今
回
、
こ
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
に
は
埼

玉
県
立
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校
か
ら
生
徒

7
名
が
参
加
し
て
い
る
。
同
校
で
は
こ
れ
に
加

え
、
一
昨
年
か
ら
埼
玉
県
二
輪
車
普
及
安
全
協

会
（
以
下
、
埼
玉
県
二
普
協
）
に
よ
る
実
技
指

導
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
同
校
生
徒
指
導
の
今

井
教
夫
教
諭
は
「
1
年
生
の
8
月
以
降
に
免
許

を
取
得
し
て
原
付
で
通
学
を
始
め
る
生
徒
は
2

年
生
の
7
月
ま
で
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
教
育
委
員
会
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
埼
玉
県
二
普
協
の
協
力
が
得
ら

れ
、
実
技
指
導
を
実
施
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
繰
り
返
し
受
講
す
る
こ
と
は
効

果
が
あ
る
の
で
、
既
に
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

に
参
加
し
て
い
る
2
、
3
年
生
に
も
受
講
を
促

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

昨
年
12
月
19
日
、
埼
玉
県
二
普
協
が
秩
父
中

央
自
動
車
学
校
（
埼
玉
県
秩
父
市
）
で
開
催
し

た「
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校
原
付
実
技
指
導
」

に
は
生
徒
24
名
が
参
加
。
二
輪
車
安
全
運
転
指

導
員
の
も
と
で
、
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
や
バ
ラ

ン
ス
、
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
実
技

課
題
に
取
り
組
ん
だ
（
２
面
写
真
参
照
）。

最
後
に
、埼
玉
県
二
普
協
の
田
島
和
雄

会
長
が
「
今
日
は
実
技
体
験
を
通
じ
て
、

バ
イ
ク
の
特
性
と
自
分
の
運
転
技
術
が

把
握
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
自
身

の
技
量
に
見
合
っ
た
運
転
を
し
て
、
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て

ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
て
終
了
し
た
。

1
年
生
の
女
子
生
徒
は
「
昨
年
8
月

に
免
許
を
取
得
し
、
9
月
か
ら
原
付
で
の
通
学

を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
実
技
講
習
は
初

め
て
で
す
。
前
後
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
レ
ー
キ
に
役

割
と
特
性
が
あ
る
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
今
ま
で
は
無
意
識
に
ブ
レ
ー
キ
を
使
っ
て

い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
丁
寧
な
操
作
を
し
た

い
」
と
感
想
を
語
っ
た
。「
実
技
指
導
を
担
当

す
る
方
々
は
バ
イ
ク
が
好
き
で
詳
し
い
方
ば
か

り
な
の
で
、
バ
イ
ク
を
大
切
に
取
り
扱
っ
て
安

全
に
乗
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
が
生
徒
に
も

伝
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
実
技
指
導
の

機
会
が
増
え
る
の
は
、
あ
り
が
た
い
の
で
、
今

後
も
継
続
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」と
、

埼
玉
県
教
育
委
員
会
は
昭
和
56
年
に
「
自
動

二
輪
等
に
よ
る
事
故
・
暴
走
行
為
等
防
止
指
導

要
項
」
を
定
め
た
。
こ
の
指
導
要
項
の
趣
旨
に

記
さ
れ
て
い
る「
高
校
生
活
に
バ
イ
ク
は
不
要
」

と
い
う
方
針
の
も
と
、
埼
玉
県
内
の
公
立
高
校

で
は
「
3
な
い
運
動
」
を
推
進
し
て
お
り
、
全

日
制
高
校
の
98
％
が
校
則
で
免
許
取
得
や
バ
イ

ク
の
乗
車
を
禁
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
秩
父
地

方
な
ど
山
間
部
の
高
校
に
通
う
生
徒
に
つ
い
て

は
、一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
二
輪
車
（
原
付
）

の
免
許
取
得
と
通
学
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
生
徒
を
対
象
に
二
輪
車
乗
車
に
必
要
な

技
能
や
交
通
安
全
に
対
す
る
望
ま
し
い
態
度
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
埼
玉
県
教
育

委
員
会
で
は
「
高
等
学
校
二
輪
車
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
講
習
会
（
以
下
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
）」

を
年
1
回
開
催
し
て
い
る
。
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

講
習
会
で
は
、
新
た
に

二
輪
車
通
学
を
許
可
さ

れ
た
公
立
高
等
学
校
の

生
徒
に
対
し
て
、
二
輪

車
安
全
運
転
指
導
員
に

よ
る
実
技
と
、
埼
玉
県

警
察
本
部
交
通
企
画
課

に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ

る
。
平
成
28
年
度
は
7

特集

高校生
への

二輪車
教育

埼玉県
の
場合

高
校
生
の

バ
イ
ク
利
用
の

見
直
し
を
開
始

埼玉県教育委員会が主催する高等学校二輪車マナーアップ講習会



県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
生
徒
だ
け
で
な
く
、

交
通
安
全
を
担
当
す
る
教
員
を
集
め
て
の
講
習

会
を
計
画
し
て
い
る
。
群
馬
県
交
通
安
全
協
会

と
群
馬
県
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協
議
会

も
、
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

安
全
運
転
講
習
会
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務

め
て
い
る
群
馬
県
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協

議
会
会
長
の
長
谷
川
俊
幸
さ
ん
（
長
谷
川
輪
業

商
会
代
表
）
は
「
バ
イ
ク
を
運
転
し
た
こ
と
が

あ
る
先
生
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
7
月
に
予
定
し
て
い
る
講
習
会
で
は
で

き
る
だ
け
多
く
の
先
生
方
に
バ
イ
ク
の
運
転
を

体
験
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク

の
特
性
や
、
バ
イ
ク
か
ら
ク
ル
マ
は
ど
う
見
え

る
の
か
体
験
を
通
じ
て
知
っ
て
お
く
こ
と
は
今

後
、
原
付
で
通
学
す
る
生
徒
を
指
導
し
て
い
く

上
で
役
立
つ
は
ず
で
す
」
と
、
生
徒
だ
け
で
な

く
教
員
側
に
も
バ
イ
ク
の
安
全
運
転
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘

す
る
。

栃
木
県
で
は
、「
3
な
い
運
動
」
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
一
方
で
、高
校
生
の
二
輪
車
（
原
付
）

の
通
学
利
用
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
長
の
判
断

に
委
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
通
学
を
許
可
さ
れ

た
生
徒
は
、
原
則
と
し
て
栃
木
県
交
通
安
全
協

今
井
教
諭
は
埼
玉
県
二
普
協
に
よ
る
実
技
指
導

を
評
価
す
る
。

「
3
な
い
運
動
」
を
堅
持
し
て
き
た
埼
玉
県

だ
が
、
昨
年
、
高
校
生
の
バ
イ
ク
利
用
見
直
し

の
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。「
高
校
生
の
自

動
二
輪
車
等
の
交
通
安
全
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
12
月
21
日
に
第
1
回
の
会
議

を
開
催
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
会
議
に
は
日
本

大
学
理
工
学
部
助
教
の
稲
垣
具
志
さ
ん
を
は
じ

め
、
埼
玉
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
や
埼

玉
県
高
等
学
校
長
協
会
、（
一
社
）
埼
玉
県
指

定
自
動
車
教
習
所
協
会
、
埼
玉
県
二
輪
車
普
及

安
全
協
会
、（
一
社
）
日
本
自
動
車
工
業
会
な

ど
か
ら
18
名
が
委
員
と
し
て
参
加
。
会
議
に
先

立
ち
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
関
根
郁
夫
教
育

長
は
「
指
導
要
項
を
定
め
て
35
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
交
通
網
が
発
展
し
、
選
挙
権

年
齢
も
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、

高
校
生
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
も
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
高
校
生
自
身
が
、
主
権
者
と
し

て
主
体
的
に
考
え
て
判
断
す
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
今
の
時
代
の
流
れ
で
す
。
こ
れ
を
ふ

ま
え
、
高
校
生
の
交
通
安
全
教
育
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
議
論
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し

た
。委

員
会
で
は
、「
昭
和
56
年
に
策
定
さ
れ
た

指
導
要
項
の
継
続
運
用
」
を
含
め
、「
校
長
が

必
要
と
認
め
れ
ば
許
可
す
る
」「
指
導
要
項
を

廃
止
し
て
自
転
車
、
自
動
二
輪
車
等
を
含
め
た

交
通
安
全
教
育
を
推
進
す
る
」
な
ど
7
つ
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
消
す
る
た
め

の
対
応
策
な
ど
を
検
討
し
た
上
で
、
見
直
し
方

針
案
を
ま
と
め
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
第
2
回

目
の
委
員
会
は
3
月
21
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
、
今
後
の
動
向
が
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

「
3
な
い
運
動
」
を
見
直
し
、
新
し
い
方
針

へ
転
換
し
た
の
が
群
馬
県
で
あ
る
。
同
県
は
全

高
P
連
の
要
請
を
受
け
、
昭
和
57
年
か
ら
県

全
体
で
「
3
な
い
運
動
」
を
推
進
し
て
い
た
が
、

「
3
な
い
運
動
」
に
よ
っ
て
高
校
生
を
交
通
社

会
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
平
成
26
年
3
月
、
群
馬

県
議
会
に
交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
同
年
12
月
に
群
馬
県
交
通
安
全
条
例
を

制
定
し
た
こ
と
に
合
わ
せ
、「
群
馬
県
の
交
通

安
全
対
策
に
関
す
る
決
議
」
を
採
択
し
、
そ
の

決
議
文
の
中
に
高
校
生
の
免
許
取
得
に
つ
い
て

明
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
「
運
転
免

許
の
取
得
は
、
関
係
す
る
交
通
法
規
等
を
学
ぶ

機
会
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
取
得
可
能
な
年
齢
に
達
し
た
者
に
あ
っ
て

は
、
本
人
及
び
そ
の
保
護
者
等
の
希
望
に
よ
り

取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」。

群
馬
県
教
育
委
員
会
は
「
新
し
い
方
針
は
、

保
護
者
等
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
学
校
は
生
徒
の

二
輪
車
お
よ
び
四
輪
車
の
免
許
取
得
を
妨
げ
な

い
と
い
う
も
の
で
す
」
と
い
う
。
た
だ
し
、
免

許
取
得
後
の
二
輪
車
お
よ
び
四
輪
車
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
が
独
自
に
定
め
た
基
準

に
従
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
二
輪
車
（
原

付
）
の
通
学
利
用
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
可
能
で
あ
る
。
方
針
転
換
前
の
平
成
26
年
の

原
付
免
許
取
得
者
は
74
名
だ
っ
た
が
、
平
成
27

年
は
88
名
、
平
成
28
年
は
92
名
（
11
月
1
日
時

点
）
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
普
通
自
動
車
免
許

に
つ
い
て
も
、
自
動
車
教
習
所
へ
の
入
所
者
数

が
平
成
26
年
の
7
6
8
名
か
ら
平
成
28
年
は

1
2
0
3
名
（
11
月
1
日
時
点
）
と
大
幅
に

増
え
て
い
る
。

原
付
通
学
を
許
可
さ
れ
た
生
徒
へ
の
安
全
運

転
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
群
馬
県

交
通
安
全
協
会
で
あ
る
。
平
成
28
年
度
は
県
内

の
各
地
区
交
通
安
全
協
会
が
11
校
の
生
徒
33
名

に
対
し
て
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
し

た
。「
3
な
い
運
動
」
の
終
結
に
よ
っ
て
、
高

校
生
の
原
付
免
許
の
取
得
が
徐
々
に
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
協
会
で
は

講
習
会
を
担
当
す
る
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員

の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

一
般
の
ラ
イ
ダ
ー
を
対
象
に
し
た
『
グ
ッ
ド
ラ

イ
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
群
馬
』
へ
の
高
校
生
の

参
加
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
平
成
29
年

度
は
開
催
数
を
2
回
か
ら
3
回
に
増
や
す
計
画

だ
。
群
馬
県
交
通
安
全
協
会
交
通
安
全
部
長
の

栗
原
博
美
さ
ん
は
「
バ
イ
ク
で
交
通
社
会
の
仲

間
入
り
を
す
る
こ
と
は
、
将
来
、
ク
ル
マ
を
運

転
す
る
時
の
交
通
事
故
防
止
に
も
つ
な
が
る
は

ず
で
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
実
技
を
含

め
た
安
全
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
今
年
7
月
、
群
馬
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群馬県の原付通学許可生徒への二輪車安全運転講習会

二輪車安全運転指導
員が発進時の安全確
認の重要性などを伝
える

ブレーキングでは前後それぞれの特性をふまえ安全に停止する
方法を身につける

写真上／バランスでは低速走行の難しさを体験し、そうした
状況での運転操作を習得する
写真下／コーナリングではカーブの限界速度を体験
し、安全な速度でのカーブの曲がり方を習得する

昨年 12 月 21日に埼玉県教育委員会が開催した第 1 回「高校生の
自動二輪車等の交通安全に関する検討委員会」

群馬県
の
場合

「
３
な
い
運
動
」

か
ら
新
た
な

方
針
へ
転
換

栃木県
の
場合

県
全
体
と
し
て

一
律
的
に

禁
止
し
な
い

「禁止」から「乗せて教育」へ
特集

高校生へ
の

二輪車教
育

〈埼玉県二輪車普及安全協会による埼玉県立秩父農工科学高等学校の生徒への原付実技指導〉



意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
県
内

を
9
地
区
に
分
け
、
各
地
区
に
高
等
学
校
交
通

問
題
地
域
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
長
年
に
わ

た
り
地
区
ご
と
に
独
自
の
交
通
安
全
教
育
も
推

進
し
て
い
る
。
同
協
議
会
は
各
高
校
の
交
通
委

員
の
生
徒
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
生
徒
た

ち
が
主
体
と
な
っ
て
、
各
地
区
で
交
通
安
全
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
た
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
が
選

定
し
た
交
通
安
全
啓
発
標
語
を
入
れ
た
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
作
成
し
、
各
学
校
の
最
寄
駅

や
交
差
点
で
配
布
も
し
て
い
る
。
各
高
校
や
生

徒
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
活
動
を
行
う
と
い
う

考
え
方
が
、
栃
木
県
の
交
通
安
全
教
育
の
背
景

に
あ
る
よ
う
だ
。

日
本
二
輪
車
普
及
安
全
協
会
（
以
下
、
日
本

二
普
協
）
は
国
内
二
輪
車
メ
ー
カ
ー
4
社
（
ホ

ン
ダ
・
ヤ
マ
ハ
・
ス
ズ
キ
・
カ
ワ
サ
キ
）
を
中

心
に
41
社
／
団
体
の
会
員
で
構
成
さ
れ
、
二
輪

車
が
安
全
で
楽
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
そ
の

利
用
が
さ
ら
に
拡
が
る
よ
う
、
二
輪
販
売
店
や

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が

ら
活
動
し
て
い
る
。
日
本
二
普
協
は
通
学
に
二

輪
車
（
原
付
）
を
利
用
す
る
高
校
生
へ
の
安
全

教
育
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
地
方
組

織
で
あ
る
県
二
普
協
と
と
も
に
指
導
者
を
養
成

し
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
二
輪
車
安
全
運
転

会
に
よ
る
高
校
生
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会
な

ど
実
技
を
と
も
な
う
安
全
運
転
教
育
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
講
習
会
は
毎
年
5

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

や
高
校
の
近
隣
に
あ
る
自
動
車
教
習
所
な
ど
で

実
施
さ
れ
、「
3
な
い
運
動
」
が
本
格
化
す
る

以
前
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
。
平
成
28
年
度
は

30
校
（
私
立
1
校
含
む
）
の
生
徒
7
0
8
名

が
講
習
会
を
受
講
し
た
。

栃
木
県
教
育
委
員
会
は
「
個
々
の
生
徒
の
通

学
事
情
に
合
わ
せ
て
免
許
取
得
を
許
可
し
つ

つ
、
安
全
運
転
教
育
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
考

え
が
あ
り
ま
す
。」
と
い
う
。

ま
た
、
栃
木
県
教
育
委
員
会
で
は
毎
年
4
月

に
公
立
・
私
立
高
校
の
交
通
安
全
担
当
教
員
を

対
象
に
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
二
輪
車
や
自
転

車
の
安
全
指
導
や
交
通
マ
ナ
ー
向
上
に
必
要
な

講
習
会
に
協
力
し
て
い
る
。そ
の
一
環
と
し
て
、

「
高
校
生
の
た
め
のSafety Riding ! 

指
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
指
導
員
向
け
の
冊
子
を
作

成
。
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
、
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
、
バ
ラ

ン
ス
な
ど
の
実
技
の
コ
ー
ス
設
定
な
ど
が
詳
し

く
解
説
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
指
導
経
験
が
浅
い

指
導
員
も
使
い
や
す
よ
う
に
シ
ナ
リ
オ
形
式
で

講
習
の
進
め
方
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
前
述

の
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校
で
の
原
付
実
技
指

導
も
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
じ
た
も
の
だ
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
日
本
二

普
協
は
地
域
の
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
を
対

象
に
し
た
研
修
会
を
各
地
で
開
催
し
て
い
る
。

以
下
、
日
本
二
普
協
の
地
方
組
織
の
１
つ
で
あ

る
茨
城
県
二
普
協
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

2
月
4
日
、
茨
城
県
二
普
協
の
「
リ
ー
ダ
ー

指
導
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
二
輪
車
安
全

運
転
指
導
員
11
名
が
会
場
で
あ
る
茨
城
県
交
通

安
全
協
会
（
茨
城
県
水
戸
市
）
に
集
ま
っ
た
。

ま
ず
、
日
本
二
普
協
の
作
田
裕
樹
安
全
普
及

部
長
が
高
校
生
を
取
り
巻
く
交
通
環
境
に
つ
い

て
解
説
。
茨
城
県
は
「
3
な
い
運
動
」
を
推
進

し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
28
年
度

の
原
付
通
学
許
可
生
徒
数
は
全
国
で
鹿
児
島
県

に
次
い
で
2
番
目
に
多
い
県
で
あ
る
。
作
田
部

長
は
「
茨
城
県
内
の
通
学
許
可
校
の
う
ち
原
付

教
育
を
実
施
し
て
い
な
い
高
校
は
ま
だ
半
数
近

く
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
各
地
域
に
戻
っ
て
、

高
校
生
へ
の
安
全
運
転
教
育
を
拡
げ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会
の

松
井
仙
一
主
幹
が
「
高
校
生
の
た
め
のSafety 

Riding ! 

指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し
た
高

校
生
へ
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
説
明
。「
こ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
生
徒

が
気
づ
く
こ
と
を
主
体

と
し
た
実
技
指
導
に
特

化
さ
せ
た
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
一
人
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ひ
と
り
の
技
量
に
配
慮
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
講
習
中
は
安

全
確
認
な
ど
の
基
本
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、

繰
り
返
し
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

強
調
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
二
普
協
は
高
校
か
ら
の

要
請
に
応
じ
て
生
徒
へ
の
原
付
実
技
指
導
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

高
校
の
統
廃
合
や
鉄
道
・
路
線
バ
ス
の
廃
止

な
ど
に
よ
っ
て
、
高
校
生
の
通
学
環
境
が
大
き

く
変
化
し
、「
3
な
い
運
動
」
の
よ
う
に
二
輪

車
（
原
付
）
の
利
用
を
一
律
的
に
禁
止
す
る
と

い
う
方
針
は
実
態
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

免
許
取
得
と
二
輪
車
通
学
を
認
め
て
い
る
県
で

は
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会
、
県
二
輪
車
普
及

安
全
協
会
な
ど
の
協
力
に
よ
っ
て
生
徒
へ
の
き

め
細
か
い
安
全
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
生
徒
が
身
に
つ
け
た
安
全
意
識
は
高
校
卒

業
後
に
四
輪
車
を
運
転
す
る
時
に
も
活
か
さ

れ
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
ホ

ン
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
二
輪
車
業
界
は
、
通
学

で
二
輪
車
を
利
用
す
る
高
校
生
へ
の
安
全
運
転

教
育
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
考
え
だ
。

高等専門学校は、中学校卒業後に入学するこ
とができる 5 年一貫（一部の学科を除く）の教
育機関だ。高校と同様、16 歳に達した 1 年生か
ら二輪免許の取得が可能となる。熊本県合志市
にキャンパスを置く独立行政法人 国立高等専門
学校機構 熊本高等専門学校は免許取得につい
ては制限を設けていないが、通学に二輪車（125cc
以下）を利用できるのは、2 年生以上で一定の
条件を満たした学生と規定している。同校では
全学生の約 3 割が二輪車を通学に利用している
こともあり、二輪車で通学する 2 年生を対象に
年 1 回、近隣にある自動車教習所で安全運転
講習会（座学＋実技）を実施していた。その後、
平成 27 年度より、学生に対する安全運転教育
の機会を増やそうと、Honda による二輪車教育
のノウハウを取り入れることにしたのである。平
成 27 年度は、本田技研工業（株）安全運転普
及本部のインストラクターがキャンパス内で座学
と実技と合わせて4 回の安全運転教育を実施し
た。さらに、年度末には学生指導員 6 名を養成。
平成 28 年度以降、学生指導員が中心となって
交通安全教室を開催できる体制をつくった。

熊本高等専門学校制御情報システム工学科准
教授の西村勇也さんは「原付免許の場合は教習
がありませんから、実技指導はたいへん重要で
す。そこで、実技も含めた学生への安全教育を
自前で継続できるようにしたいと考えました。人
は変わっていきますが、安全運転教育のノウハウ
を学生たちの中に代々受け継いでいくことができ
るでしょう」と話す。

学生指導員の中心的メンバーが松下和輝さん
（4 年生）、涌田椋也さん（4 年生）、髙岡さりさん（3
年生）だ。3 名の学生は Honda の交通安全教
室を受講することで、日常点検や運転する際の
服装、運転中の危険予測の重要性に気づき、実
践するようになった。そして、これらを後輩に伝
えていく考えだ。残念ながら、平成 28 年度は 4
月に発生した熊本地震の影響で予定通りに交通
安全教室が開催できなかった。学生指導員が本
格的に活動するのは来年度からとなる。

松下さんは「冬以外は手袋をしていなかったり、
夏になると半袖、短パンで運転している姿も目
立ちます。ですから、実技を受講する時は長袖、
長ズボン、手袋は軍手で構わないので着用する
ように徹底したいと考えています。服装の重要性
を伝え、基本的なことから学生の安全意識を変
えていくつもりです。そして、私たちの活動を引
き継いでくれる後輩も育てていきたい」という。

●熊本高等専門学校の事例

先輩の学生が後輩に
安全運転を指導する

「禁止」から「乗せて教育」へ
特集

高校生へ
の

二輪車教
育

栃木県の原付通学許可生徒への二輪車安全運転講習会

日本二輪車普及安全
協会が制作した「高
校生のための Safety 
Riding！ 指導マニュア
ル」と、講習会の時
に生徒に配付するリー
フレット

Honda の実技と座学のノウハ
ウを学生指導員が習得して後
輩に安全運転教育を行う

左から熊本高等専門学校制御情報システム工学科准教授
の西村勇也さん、学生指導員の涌田椋也さん、松下和輝
さん、髙岡さりさん

高
校
生
へ
の
実
技
指
導
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
普
及

二
輪
車
業
界
団
体
の
取
組
み

2 月 4 日に開催された茨城県二輪車普及安全協会の「リーダー指導員研
修会」。主催者を代表して挨拶する同協会の小岩井彰会長

日本二輪車普及安全協会の
作田裕樹安全普及部長

日本交通安全教育普及協会の松井仙一主幹



長
野
県
長
野
市
と
須
坂
市
に
自
動
車
教
習
所

を
展
開
す
る（
株
）ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー

ル
（
本
社
：
長
野
県
長
野
市
）
は
、
身
体
が
不

自
由
な
方
を
対
象
に
し
た
初
心
運
転
者
教
習
を

行
う
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
障
が
い
者
の
運
転

免
許
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
そ
し
て
昨

年
か
ら
、
脳
梗
塞
な
ど
に
よ
り
高
次
脳
機
能
障

が
い
と
な
っ
た
方
が
回
復
後
に
運
転
を
再
開
す

る
際
の
支
援
に
も
乗
り
出
し
た
。

同
社
取
締
役
社
長
の
吉
村
征
之
さ
ん
は
「
医

師
も
作
業
療
法
士
も
、
運
転
を
さ
せ
て
良
い
か

判
断
す
る
材
料
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う

状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
私
た
ち
自
動
車

教
習
所
の
よ
う
な
運
転
の
プ
ロ
の
視
点
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
加
わ
え
る

こ
と
で
、
解
決
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
ホ

ン
ダ
の
「
自※

操
安
全
運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
取

り
入
れ
る
な
ど
支
援
体
制
を
整
備
し
た
。

昨
年
12
月
16
日
、
ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
を
利
用
し
た
の
は
昨
秋
に
脳
梗
塞
と
な

り
、
長
野
中
央
病
院
で
治
療
を
受
け
て
い
た
患

者
の
Ｗ
さ
ん
だ
。
長
野
中
央
病
院
で
は
、
患
者

●（株）ドリームモータースクール

か
ら
医
師
に
運
転
復
帰
に
関

す
る
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
医

師
か
ら
の
指
示
に
基
づ
い
て
作

業
療
法
士
が
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
患
者
の
運
転
能
力

を
評
価
す
る
材
料
の
1
つ
と
し

て
、
ホ
ン
ダ 

セ
ー
フ
テ
ィ
ナ
ビ

（
簡
易
型
四
輪
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

シ
ミ
ュレ
ー
タ
ー
）
の
「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
向
け
運
転
能
力

評
価
サ
ポ
ー
ト
ソ
フ
ト
」
を

活
用
し
て
い
る
。

こ
の
サ
ポ
ー
ト
ソ
フ
ト
に

よ
る
評
価
に
加
え
、
近
隣
に

あ
る
ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
が
高
次
脳
機
能
障
が

い
の
あ
る
方
の
受
け
入
れ
を

開
始
し
た
こ
と
で
、
長
野
中
央
病
院
は
Ｗ
さ
ん

に
受
講
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

長
野
中
央
病
院
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

主
任
の
倉
坂
美
和
さ
ん
は
「
Ｗ
さ
ん
は
手
足
の

麻
痺
は
な
い
も
の
の
視
覚
認
知
に
障
が
い
が

残
っ
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
ソ
フ
ト
で
は
問
題

が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
実
車
で
運
転
へ
の

影
響
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

と
話
す
。

講
習
を
担
当
し
た
ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
教
育
研
修
課
課
長
補
佐
の
三
浦
剛
基
さ

ん
は
、
長
野
中
央
病
院
を
通
じ
て
Ｗ
さ
ん
の
症

状
を
把
握
し
た
上
で
講
習
の
内
容
を
決
め
た
。

「
病
院
か
ら
、
Ｗ
さ
ん
の
症
状
に
つ
い
て
は
比

較
的
軽
い
も
の
で
、
視
覚
的
な
部
分
に
問
題
が

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
運
転
に
影

響
が
あ
る
も
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
」。
今
回
は
、
他
の
教
習
車
両
が
走

行
し
て
い
る
状
況
で
運
転
し
た
い
と
い
う
Ｗ
さ

ん
本
人
の
希
望
も
あ
り
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
講
習
を
受
講
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

外
周
コ
ー
ス
を
数
周
し
て
、
Ｗ
さ
ん
が
教
習

車
両
に
慣
れ
た
後
、
助
手
席
に
同
乗
す
る
三
浦

さ
ん
が
指
示
を
出
し
て
い
く
。
ま
ず
は
、
直
線

コ
ー
ス
で
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
白
線
に
ク
ル
マ

を
寄
せ
て
走
る
、
コ
ー
ス
上
に
あ
る
パ
イ
ロ
ン

に
ク
ル
マ
の
先
端
を
合
わ
せ
て
停
止
す
る
と
い

う
課
題
。
次
は
、
合
図
を
出
す
と
い
う
操
作
を

加
え
な
が
ら
、
信
号
交
差
点
や
無
信
号
交
差
点

の
通
過
、
ク
ラ
ン
ク
や
Ｓ
字
コ
ー
ス
を
走
行
。

さ
ら
に
、
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
や
車
庫
入
れ

に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

講
習
の
最
後
、
三
浦
さ
ん
は
Ｗ
さ
ん
に
「
車

庫
入
れ
な
ど
で
、
空
間
を
把
握
す
る
能
力
に
は

大
き
な
問
題
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

し
、
ク
ル
マ
を
後
退
さ
せ
る
時
の
速
度
を
も
っ

と
ゆ
っ
く
り
し
た
り
、
交
差
点
を
通
過
す
る
際

高次脳機能障がいの方の運転復帰を
支援するための安全運転教育をスタート

に
広
く
遠
く
を
観
る
こ
と
を
意
識
す
る
と
、
よ

り
安
全
だ
と
思
い
ま
す
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

Ｗ
さ
ん
は
「
脳
梗
塞
に
な
っ
て
、
以
前
と
物

の
見
え
方
が
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
態
で
運
転
し
て
も
大
丈

夫
か
不
安
で
し
た
が
、
今
日
、
受
講
し
て
安
心

感
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
運
転
の
再
開
に
向
け

て
、
こ
う
し
た
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
る

の
は
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
感
想

を
語
っ
た
。

長
野
中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長

の
中
澤
真
由
美
さ
ん
は
「
患
者
様
が
個
別
に
自

動
車
教
習
所
で
指
導
を
受
け
て
も
、
細
か
い
挙

動
や
反
応
ま
で
見
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
病
院
か
ら
患
者
様
の
状
態
や
課

題
を
自
動
車
教
習
所
に
伝
え
、
私
た
ち
が
知
り

た
い
と
こ
ろ
も
確
認
し
て
も
ら
え
る
の
で
安
心

感
が
あ
り
ま
す
。
患
者
様
に
も
受
講
を
勧
め
や

す
い
で
す
」
と
、
ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

と
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
考
え
を
示
し
た
。

ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
吉
村
さ
ん

は
「
今
日
は
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
病
院
か
ら
相
談

が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
個
別
の
連
携
だ
け
で
な
く
、

長
野
県
内
の
自
動
車
教
習
所
と
病
院
が
枠
組
み

を
つ
く
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
重
要

で
、そ
う
し
た
動
き
も
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
」

と
、
今
後
を
見
据
え
る
。

教育
最前線43連載
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車
で
運
転
へ
の

影
響
の
有
無
を
確
認

実

全
体
で
も

自
動
車
教
習
所
と

病
院
と
の
連
携
を
め
ざ
す

県

ドリームモータースクール
教育研修課課長補佐の
三浦剛基さんの指示に合
わせて、Wさんは実車で
様々な課題に取り組んだ

コース内にあるいろいろな交差点を通過

車庫入れでは後退時に周囲の状況を把握し、
適切な操作ができているかを確認

※リハビリ加療中の方の運転復帰を車両訓練でサポートし、より安全に自由な移
動を楽しんでいただくことをめざす安全運転教育プログラム

長野中央病院リ
ハビリテーション
科 長の中 澤 真
由美さん（左）、
同 科 主 任の倉
坂美和さん（右）

　Honda は長野県警察本部と交通事故防止対策の推進に関す
る協定を締結。昨年 12 月 6 日に長野県庁にて、同県警本部
の北原久弘交通部長と、本田
技研工業（株）安全運転普及
本部の原田洋一事務局長が協
定書に調印した。「SAFETY 
MAP」（8 面参照）に表示さ
れる急ブレーキ多発地点デー

タを同県警に提供するなど、道路利用者の安全確保に向けて
相互に協力していくこととなった。
　北原交通部長は「この協定を通じて今後、Honda が蓄積し
ている貴重な急ブレーキ多発地点データを提供していただけ
るようになりました。これをもとに、交通安全活動に有効に
役立て、県民の安全・安心な暮らしを守りたい」と挨拶を述
べた。また、原田事務局長は「官公庁との連携によって、交
通事故の撲滅につなげていきたい」と語った。

本田技研工業（株）安全運転普及本部の原田洋一事務局長（左）、
長野県警察本部の北原久弘交通部長（右）

●長野県警察本部とHondaとの交通安全協定締結

相互が蓄積している情報を共有し、
交通事故対策につなげる

TOPICS

パイロンにクルマの先端を合わせて停止

01



モータースクールの佐竹正規代表取締役社
長と、来賓を代表して埼玉県警察本部の後
藤秀明交通部長が挨拶を行った。

今年のテーマは「職場内の安全は、交通・
労働・健康のトライアングル」。交通事故
防止活動の好事例として、2 つの企業の安
全担当者が発表を行った。

ジョンソン・エンド・ジョンソン（株）日
本法人グループ総務部の蒲博史氏は、同社
内で「SAFE Fleet（安全運転）」を企業文
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● 2016トラフィック セーフティ・フォーラム in 埼玉

職場内の安全は、交通・労働・健康
のトライアングル
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昨年 11月に開催さ
れた「平成 28 年度 
相模原地区交通安
全 高校生・PTA 大
会」で取組みの成
果を発表

神奈川県立相模田名高等学校では、生徒
がつくる交通安全隊が校内で啓発活動を
担っている。昨年 10 月、交通安全隊の 1
年生が学校周辺の危険箇所を調べ、ヒヤリ
地図を作成。交通安全隊では、これを生徒
だけでなく、地域にも役立ててもらおうと、
インターネットによる一般への情報発信を
検討。この取組みに協力していた北里大学
医療衛生学部准教授の川守田拓志さん（6
面参照）が、生徒に「SAFETY MAP」（８
面参照）を紹介し、これを活用してヒヤリ
地図作成を通じて得た情報を投稿すること
にしたのである。「SAFETY MAP」の投
稿機能を使って、約 30 ヵ所「みんなの追

加地点」として投稿した。
交通安全隊は 11 月 17 日に「杜のホール

はしもと」（神奈川県相模原市）で開催さ
れた「平成 28 年度 相模原地区交通安全 高
校生・PTA 大会」（主催：神奈川県教育委
員会、県立高等学校交通安全教育推進協議
会、神奈川県立高等学校 PTA 連合会）で、
取組みの成果を発表した。

交通安全隊の 1 年生は「私たちが投稿し
たことで、学校周辺の事故が 1 件でも減れ
ばいいと思います」「小学生や中学生をは
じめ、多くの人に見てほしい」「これから
も危ないと感じる場所を見つけたら、投稿
しようと考えています」と話した。

●神奈川県立相模田名高等学校

学校周辺の危険箇所を共有するために
「SAFETY MAP」を活用

02

昨年 11 月 24 日、ソニックシティ（埼玉
県さいたま市）で「2016 トラフィック セー
フティ・フォーラム in 埼玉」が開催され
た（主催：交通教育センターレインボー埼
玉・和光）。このフォーラムは、交通安全
活動に取り組む企業や団体を対象に事故防
止の施策などの情報交換を目的に行われて
おり、この日は企業・団体から約 300 名が
参加した。

開会にあたり、主催する（株）レインボー

化にするための取組みを紹介。1 ヵ月ごと
にドライブレコーダーに記録された分の動
画データを分析し、それを社員の安全指導
に活用している事例などについて述べた。

また、（株）本田技術研究所 二輪 R&D
センター管理室安全衛生・CG ブロックの
吉川達也氏は「心（思いやりの心）・技（危
険予測の技）・態（模範となる態度）」とい
う社内の交通安全基本理念を説明。これを
社員に実践的に体感してもらうために、交
通教育センターレインボー埼玉で実施して

● 2016 年 Honda 安全運転普及本部 年末ご挨拶会

『事故ゼロのモビリティ社会』の
実現に向けた取組みを強化

04
昨年 12 月 2 日、Honda 青山ビル（東京都港区）

にて「2016 年 Honda 安全運転普及本部年末ご
挨拶会」が開催され、交通関係者約 300 名が参
加した。

報告会では本田技研工業（株）の八郷隆弘代表
取締役社長が「Honda はこれまで交通安全に関
しては、クルマ社会がかかえる交通事故や渋滞、
高齢化にともなう移動の問題などについて、真
摯に向き合ってきました。昨今話題の自動運転
についても、業界と協調の上、交通事故ゼロを
目標として関連技術の開発を進めています。交
通事故の削減には技術の開発だけでなく、ルー
ルづくりやインフラの整備、人々の理解促進と
いったことも忘れてはなりません。この点につ
いては官民の協力が今後さらに必要になるもの
と考えています」と挨拶。

続いて、本田技研工業（株）安全運転普及本部
の原田洋一事務局長が、2016 年の安全運転普

及活動の報告と今後の取組みについて映像を交
えて紹介した。

最後に、来賓を代表して警察庁の井上剛志交
通局長が挨拶。「交通社会に参加するすべての
人の安全をめざすという崇高な理念に基づき、
安全知識等をたくさんのヒトに伝える、安全に
かかわるテクノロジーの開発、安全情報を伝え
合うコミュニケーションを推進する活動に尽力
し、とりわけ各年代に応じた安全運転啓発活動
の推進に積極的に取り組んでいることに感銘を
受けました。今年、開発された幼児向けのプロ
グラムは子どもにとって親しみやすく、交通事
故防止を図る上で有効なものだと考えていま
す。先進性・独自性のある交通安全活動を引き
続き推進してほしい」と述べた。

報告会の後には、懇談会が開かれ、交通関係
者の交流の場となった。

神奈川県立相模田名高等学校・交通安全隊の
1 年生の皆さん

いる「二輪安全運転研修」「交通安全総合
研修」の内容を紹介した。

事例発表の後は、順天堂大学大学院医学
研究科の谷川武教授が「睡眠呼吸障害の早
期発見・早期治療による安全向上と健康増
進」というテーマで講演した。居眠り運転
の原因にもなる睡眠時無呼吸症候群（SAS）
の特徴や検査方法を解説。SAS は治療が
可能な病気であるため、職場における早期
の発見と治療が重要であると訴えた。

ジョンソン・エンド・ジョンソン（株）日
本法人グループ総務部の蒲博史氏

開会の挨拶を述べる（株）レインボーモータースクールの佐竹正規代表取締役社長

（株）本田技術研究所 二輪 R&D セン
ター管理室安全衛生・CGブロックの
吉川達也氏

順天堂大学大学院医学研究科の谷川
武教授

警察庁の井上剛志交通局長本田技研工業（株）の八郷隆弘代表取締役社長



は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
眼

が
周
囲
の
薄
暗
さ
に
順
応
し
、
夕
方
や
街
灯
の

多
い
場
所
を
走
行
す
る
時
、
あ
ま
り
見
え
に
く

い
感
じ
が
し
な
く
な
る
た
め
だ
。

「
薄
暗
い
と
こ
ろ
で
は
視
力
に
関
与
す
る
細

胞
の
は
た
ら
き
が
弱
く
な
り
、
静
止
・
動
体
視

力
や
奥
行
き
感
、
色
を
識
別
す
る
能
力
は
確
実

に
低
下
し
ま
す
。
加
え
て
、
眼
が
明
る
さ
を
取

り
入
れ
よ
う
と
瞳
孔
が
大
き
く
な
る
の
で
す

が
、
レ
ン
ズ
の
役
目
を
果
た
す
角
膜
と
水
晶
体

の
細
か
い
凹
凸
な
ど
で
光
の
進
み
方
が
乱
れ

て
、
眼
の
奥
に
映
る
画
像
も
ぼ
や
け
ま
す
。
こ

れ
ら
は
自
覚
が
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
」。

夕
方
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
早
期

の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
が
有
効
だ
と
、
川
守
田

さ
ん
は
呼
び
か
け
て
い
る
。「
人
間
の
反
応
は

光
の
明
る
さ
と
大
き
さ
に
依
存
し
て
い
ま
す
か

ら
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
こ
と
は
歩
行

者
か
ら
の
視
認
性
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
」。

歩
行
者
側
の
反
射
材
着
用
に
つ
い
て
は
、
長

く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
自
分
が
気
に

入
っ
た
も
の
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
提
案
し

て
い
る
。「
で
き
る
だ
け
大
き
い
も
の
で
、
全

方
位
か
ら
見
ら
れ
や
す
く
す
る
と
、
よ
り
安
全

で
す
。
自
発
光
で
は
な
く
、
光
を
反
射
さ
せ
る

タ
イ
プ
で
あ
れ
ば
、
ク
ル
マ
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

の
高
さ
に
身
に
つ
け
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
」。

川
守
田
さ
ん
は
眼
に
関
わ
る
研
究
の
ほ
か
、

北
里
大
学
の
あ
る
相
模
原
市
の
交
通
安
全
活
動

に
協
力
す
る
な
ど
、
交
通
事
故
を
1
件
で
も
減

ら
し
て
い
く
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

と
そ
の
周
囲
の
領
域
（
網
膜
周
辺
部
）
が
あ
り

ま
す
。
中
心
窩
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
視
力
が
下
が

り
、
網
膜
周
辺
部
に
い
く
に
つ
れ
て
さ
ら
に
低

下
し
ま
す
。
こ
れ
は
視
力
に
関
わ
る
細
胞
の
数

が
周
辺
に
い
く
ほ
ど
少
な
く
な
る
た
め
で
す
。

B
の
画
像
は
中
心
で
視
力
が
高
く
、
周
辺
に
い

く
ほ
ど
視
力
が
低
い
と
い
う
状
態
を
示
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
が
A
の
画
像
と
答
え
る
の
は
、

私
た
ち
の
脳
の
は
た
ら
き
で
周
囲
ま
で
は
っ
き

り
見
え
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
か
ら
な
の

で
す
。
こ
れ
を
運
転
時
や
歩
行
時
に
認
識
し
て

お
い
て
ほ
し
い
」
と
川
守
田
さ
ん
は
訴
え
る
。

一
般
に
、
片
眼
の
視
野
の
限
界
は
鼻
側
の
方

向
に
約
60
度
、
耳
側
に
約
1
0
0
度
、
上
方

向
に
約
60
度
、
下
方
向
に
約
70
度
。
左
右
の
眼

の
視
野
が
重
な
る
領
域
が
両
眼
視
野
で
、
物
を

立
体
的
に
見
た
り
、
よ
り
鮮
明
に
見
た
り
す
る

こ
と
を
助
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
視
覚
は
万
能

で
は
な
く
、
す
べ
て
の
情
報
を
処
理
で
き
な
い
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た
め
、
見
落
と

し
が
起
こ
る
。

眼
の
奥
に
危
険

対
象
が
映
っ
て

い
る
は
ず
な
の

に
、交
通
事
故

が
起
き
て
し
ま

う
の
は
、そ
の

た
め
だ
。

こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
中
心
視
し
な
が
ら
同
時

に
情
報
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
領
域
と
さ

れ
る
有
効
視
野
で
あ
る
。
大
人
に
比
べ
て
子
ど

も
の
視
野
が
狭
い
と
い
う
の
は
、
こ
の
有
効
視

野
が
狭
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

人
は
、
高
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
（
明
暗
度
）
や

明
る
い
も
の
、
人
の
顔
な
ど
視
覚
的
要
素
に
注

意
が
向
け
ら
れ
や
す
く
で
き
て
お
り
、
無
意
識

に
視
線
が
動
い
て
し
ま
う
。
都
市
部
の
よ
う
な

混
雑
状
況
に
な
る
ほ
ど
、
ま
た
中
心
で
見
て
い

る
も
の
に
対
し
て
複
雑
な
処
理
が
要
求
さ
れ
る

ほ
ど
、
有
効
視
野
は
狭
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。「
注
意
を
惹
き
つ
け
ら
れ
る
も
の
が

あ
る
と
、
周
囲
の
情
報
処
理
能
力
を
弱
め
て
し

ま
う
こ
と
も
多
く
、
結
果
と
し
て
有
効
視
野
が

狭
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
し
っ
か
り
前
を

見
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
何
か
と
衝
突
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
事
故
は
、
こ
う
し
た
要
因
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
走
行
速
度
が
上
が
る
と
、
周

辺
視
野
の
感
度
が
下
が
り
、
有
効
視
野
も
減
少

し
ま
す
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
制
限
速
度
を

守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者

は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
気
づ
か
れ
て
い
な
い
と
思
っ

て
歩
い
て
い
た
ほ
う
が
安
全
と
い
え
る
で
し
ょ

う
」。視

覚
機
能
の
低
下
の
要
因
は
走
行
速
度
だ
け

で
な
く
、
明
る
さ
も
関
係
す
る
。
夕
方
に
な
る

と
、
明
る
さ
は
昼
の
約
1
万
分
の
1
と
急
激
に

変
化
す
る
（
夜
は
約
1
0
0
万
分
の
1
ま
で

減
少
）。
し
か
し
、
薄
暗
く
な
っ
て
も
『
自
分

は
見
え
て
い
る
』
と
思
っ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー

川
守
田
さ
ん
は
人
間
の
眼
を
レ
ン
ズ
と
し
て

と
ら
え
、
眼
の
奥
に
映
る
画
像
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
光
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
解
析

し
、
そ
れ
を
様
々
な
分
野
に
応
用
す
る
と
い
う

「
眼
光
学
」
を
専
門
と
し
て
い
る
。「
眼
か
ら
考

え
る
交
通
安
全
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
眼
科
で
の
視
機
能
検
査
を
担
当

し
て
い
た
時
、
患
者
か
ら
ク
ル
マ
の
運
転
に
関

す
る
相
談
を
多
く
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

だ
と
い
う
。「
医
療
の
研
究
は
病
院
内
で
完
結

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
自
分
の
研
究
を
交
通

事
故
防
止
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一

般
社
会
と
も
接
点
を
持
て
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
事
故
と
事
故
当
事

者
の
眼
の
状
態
と
の
因
果
関
係
も
明
ら
か
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

人
間
の
眼
は
思
っ
て
い
る
以
上
に
周
辺
が
見

え
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

と
、
川
守
田
さ
ん
は
強
調
す
る
。

私
た
ち
が
普
段
見
て
い
る
風
景
は
、
下
の
2

つ
の
画
像
の
ど
ち
ら
か
？
こ
の
問
い
に
対
し

て
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
A
の
画
像
と
答
え
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
正
解
は
B
の
画
像
な
の
だ
。

「
網
膜
に
は
視
力
の
高
い
中
心
部
位（
中
心
窩
）

「
眼
か
ら
考
え
る
交
通
安
全
」を
テ
ー
マ
に

視
覚
の
側
面
か
ら
交
通
事
故
の
防
止
に
取
り
組
む

北里大学  医療衛生学部  リハビリテーション学科
視覚機能療法学専攻 准教授

川守田 拓志さん

自
分
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も

周
辺
は
見
え
て
い
な
い

歩
行
者
の
た
め
に

早
期
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

川守田さんは Honda セーフティナビ（簡易型四輪ド
ライビングシミュレーター）を使って、コリジョンコー
ス現象を再現し、被験者 15 名の約 3 割が事故を起
こすという結果を得た。コリジョンコース現象とは交
差車両が同じ速度・同じ角度で近づいてくると、お
互いのクルマが動いていないように見えて、直前ま
で危険を認識できず衝突してしまう現象。別の被験
者で交差点手前での左右の安全確認を義務づけた
場合、事故はゼロであったという

注
意
を
惹
き
つ
け
ら
れ
る

も
の
が
あ
る
と
、

有
効
視
野
は
狭
く
な
る

有効視野のイメージ。楕円形状となってい
て、左右に広く、上下に若干狭い

B

A
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SJ
クイズ

?

このコーナーでは、地域で活躍する
交通安全教育に携わる指導者の方 を々紹介していきます。指導者

ファイル

©本田技研工業（株）

※「解答」は 8 面下、「解説」は下記 SJ ホームペー
　ジでご覧いただけます。
　http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

交通事故を防止するためには、路上で出会うさ
まざまな危険を予測することが大切です。こ
のコーナーでは危険感受性を高めるための題
材を提供します。今回は二輪車のライダーに、
先行右折車がいる時の危険について考えても
らうためのKYT です。

©本田技研工業（株）

1. 少人数のグループをつくります。
2.「交通場面のイラスト」を見せながら、意見

を出し合います。
3. その後、「解答・解説※」を参考にして、

どんなことに気をつけて運転すれば良いか
再び話し合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラスト（カラー・
A4 版）」は下記 SJ ホームページでご覧いただけます。
また PDFファイルもダウンロード（無料）できます。

【使用上の注意】
●営利目的での利用はおやめください。
●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての

利用はおやめください。
●その他、使用に関するご質問はお問い合わせくだ

さい。
本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736　E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

活用方法

安全に通過するには、
どのようなことを
予測する

必要がありますか？

平成 27年の二輪車乗車中の交通
事故死者数 677人のうち 662 人
はヘルメットを着用していましたが、
このうち事故時にヘルメットが脱落
していた割合は何％でしょう？
① 約 10％
② 約 20％
③ 約 30％

Q 3

平成27年の二輪車乗車中の交通事
故件数（第1当事者）を法令違反別
にみると、最も多い法令違反は次の
うちどれでしょう？
①操作不適　②動静不注視※

③安全不確認
※動静不注視＝相手の存在を発見していたが、危

険はないと判断し、その動静の注視を怠ったこと

Q 2

検索ホンダ　SJ

熊本県では、県内 7 地区がそれぞれ独
自の交通安全教育を展開している。宇城
地区交通安全協会は、県中央部に位置す
る宇城市、宇土市、美里町、城南町を担当。
交通安全教育講習員の船津千鶴さんと山
下咲子さんが、この 2 市 2 町の幼児や小
中学生、高齢者を中心に年間で 300 回
以上の講習を実施している。

二人は講習で伝えたい内容を図案化
し、教材を手づくりで製作。耳だけでなく、
目で見て受講者の心に響くように工夫し
ている。その 1つが講習冒頭の自己紹介
の時の紙 1枚を使った簡単なマジックだ。

「幼児から高齢者まで、どの世代にも好評
で、受講者の関心を自分たちに引きつけ
るのに効果的です」と山下さんは話す。

高齢者向けの講習では、安全運転に
必要な 8 つのポイント（右記参照）を説

明した後に、各ポイントの頭にくるひらが
なを組み合わせたら、どのようなフレーズ
になるか考えさせる脳トレーニングの要素
を取り入れている。また、高齢者に馴染み
深い歌謡曲を交通安全にちなんだ替え歌
にし、腹話術の中に取り入れて歌ってい
る。最後は、腹話術人形「あかいとまと
ちゃん」が受講者に挨拶して回るなど、
一人ひとりとの触れ合いも大切にしてい
る。「講習中は無表情な方でも、一対一
になると笑顔になってくれます。自分の
ため、まわりのために交通事故に遭わな
い、起こさないと感じていただける講習
をめざしています」と船津さんはいう。

熊本県・宇城地区交通安全協会
交通安全教育講習員の皆さん
船津千鶴さん（左）、山下咲子さん（右）

「交通事故に遭わない、起こさない」
と感じてもらえる講習をめざす

あなたは青信号の交差点にさしかかっています。
前方のトラックは、交差点を右折するようです。

指導者の皆さんの活動を
動画でご紹介

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/area/movie/

簡単なマジックを盛り
込んだ自己紹介。船津
さんの自己紹介では、
船が描かれたイラスト
を折りたたんで、もう
一度開くと鶴が現れる。
イラストの裏側には、
船津さんのフルネーム
が書いてある

平成27年の二輪車（自動二輪・原付）
乗車中の交通事故負傷者数を年齢層
別にみると、最も多い年齢層は次の
うちどれでしょう？
① 15 〜 24 歳　② 35 〜 44 歳　
③ 65 歳以上

Q 1

●高齢者向けの交通安全講習

クルマを運転する高齢者も多いことから、
夜間、対向車や前車がいない時はハイビー
ムの使用を呼びかけている

下記の8つのポイントを説明し、各ポイン
トの頭にくるひらがなを組み合わせたら、
どのようなフレーズになるか考えてもらう

[ 安全運転 8 つのポイント]
・いつもしっかり安全確認
・ついウッカリは事故直結
・もしものときのシートベルト
・のんだら乗らない　乗るなら飲まない
・み込み右折は事故のもと
・ちょっと不安と感じたら高齢運転者
  マーク
・できるだけ運転ひかえて夜の道
・もう少しと無理せず迷わず休憩を

反射材は配布するだけでなく、使い方も細
かく指導。たすきタイプの反射材は片方の
肩にかけるだけだと、洋服の素材などでは
歩いているうち
に肩からずれ落
ちてしまうこと
があるため、両
肩にかかるよう
に、たすき掛け
で使うようにア
ドバイス

講習の最後に腹話術人形「あ
かいとまとちゃん」が高齢者一
人ひとりと言葉をかわす

漫画：塚本ケースケ

SJ 2017 年 2・3 月号（No.482）2 月20 日発行
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歩行者への積極的な注意喚起でより安全な通行環境へ
　 にある西観音町電停で降りた乗客のうち横断歩道★ 1 へと向
かう歩行者について、歩行者用信号が点滅または赤になっても横断
歩道を渡ってしまう人が少なくない。この交差点において、危険な状
況に陥りやすいのは、横断歩道を通行する歩行者といえる。ほとん
どの電停は、路面電車を降りてすぐに横断歩道があり、西観音町電
停では横断歩道の手前にドライバーに対する「歩行者に注意」の路
面表示が既にあるが、電停から横断歩道へ向かう歩行者側にも信号
を遵守してもらうための注意喚起も必要ではないかと思われた。
　広島県警察では今後、さらなる
安全対策を検討していく考えだ。

交差点を通行するすべての人が周囲に配慮を
  「西観音町電停東」交
差点には 4 つの横断歩
道が設置されているが、
特に から に左折
するクルマは、交差点
入口から横断歩道★ 2
までの距 離が 長いた
め、減速しないまま交
差点に進入するケース

が多い。横断歩道を歩行者が渡ろうとしているにもかかわらず、一
時停止せずに通過するドライバーが目立った。逆に、路線バスは横
断歩道手前では歩行者の有無にかかわらず必ず一時停止して、安全
確認をして通過していた。一般のドライバーも、路線バスのように歩
行者を優先させることを徹底してほしい。
　一方、歩行者はスマートフォンを操作しながら歩いていたり、両耳
にイヤホンを着けて走行す
る自転車利用者も多く見ら
れた。交通量が多い交差
点だけに、車両も歩行者
も、お互いの存在を確か
め合って慎重に通行するこ
とが重要だ。

SJ 2017 年 2・3 月号（No.482）2 月20 日発行

歩行者・自転車利用者にとって
危険である巨大な交差点
「SAFETY FOCUS」は、Honda が公開している「SAFETY MAP」に示される交通上の危険が潜むスポットに
足を運び、現場の交通環境と事故防止について考察する連載記事です。

「SAFETY MAP」には「みんなの意見」として一
般投稿された危険スポット情報が地図上に表示され
ている。今回「FOCUS エリア」（下記参照）に取
り上げるのは、広島県内で 2 人の方が「みんなの
意見」を投稿している「西観音町電停東」交差点
だ。ここには、スピードが出ているクルマが多いなど
の投稿が寄せられている。また、この場所では、平
成 28 年中に四輪車対歩行者の事故が 2 件、四輪
車と自転車利用者の事故が 2 件、四輪車対四輪車
の事故が 3 件発生している。

8

検索

（SJ クイズの解答：Q1 ①、Q2  ③、Q3 ③）

「SAFETY MAP」は「みんなでつくる安全マップ」です。Honda のインターナビが集めた日
本中を走るクルマの急ブレーキ情報と、交通事故情報、そして皆さんの声で地図はつくられま
す。お手持ちの PC・スマートフォンからアクセスできますので、あなたの周囲に危ないと感じ
ることのある場所があったら、情報を投稿してください。

「SAFETY MAP」のご活用・ご参加をお願いします！

 http://www.honda.co.jp/safetymap/

ホンダ　セーフティマップ

次号は2017年 4月20日発行予定となります。

安全な道路環境をめざして

　今回訪れた「西観音町電停東」
交差点は広島市の中心部を東西に
抜ける平和通りにあり、南側に空港
通り、北側に中広通りが接続してい
る。この道路は路面電車との並走
区間であり、軌道は中広通りから平
和通りを西へ抜けている。また、交
差点の西側には路面電車の西観音
町電停が設置されている。
　現場を訪れたのは平日朝 7 時。
7 時半を過ぎると徐々にクルマやバ
イク、自転車の交通量と、西観音
町電停で降りる通勤・通学の人々
も増えていった。特に と の間
のクルマの通行量が多く、路面電
車の運行本数も増えるため、道路
がクルマと電車で埋め尽くされる状

通勤時間帯はク
ルマと路面電車
で道路が埋め尽く
される

二段階右折をせずに
右折レーンを利用す
る原付

現場をたずねる FOCUS エリア
広島県広島市西区「西観音町電停東」交差点
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本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。

西観音町電停で降り
た乗客はそのまま横断
歩道へ向かう

歩行者保護のために一時停止したクルマ。その内側に
いるクルマは止まらずに横断歩道を通過

「歩行者に注意」
の路面表示

◀

●1

●1

◀

●2

D

C

B

左折時　　　1 件
右折時　　　1 件
左折時　　　1 件
右折時　　　1 件

追　突　　　3 件

※平成 28 年中　広島県警提供

●この地点で発生した事故件数

四輪車対歩行者

四輪車対四輪車

四輪車対自転車

●「SAFETY MAP」みんなの意見

スピードが出ているクルマが多い　　2 人

※平成 29 年 1 月31 日時点

●2

至広島駅

至横川駅

広島県広島市「西観音町電停東」交差点

至西広島駅

至国道２号

路面電車から降りた乗客が
赤信号で横断歩道を通行

●4
◀

●3
◀

直進車両に気づかず
慌てて停車したクルマ

●4

●3

A

況になっていた。 から 、および から へ進むクルマは
交差点に進入せず、左折専用レーンを通行する。 から へ
合流しようとしたクルマが、右後方からの直進車両に気づき、慌
ててブレーキを踏む場面があった。通勤時間帯は二輪車の通行
量も多く、2 段階右折をしない原付も見られた。

西観音町電停

★1

★2

両耳にイヤホンをしている自転車利用者とスマート
フォンを操作している歩行者
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